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研究成果の概要 

2021年度は、マウス肺切除後代償性肺再生モデルを用いて、2型肺胞上皮細胞の増殖・分化の過程にお

けるマクロファージの動態を検討した。マウスの左肺切除 7 日後には、右肺の肺容量が代償性に拡大

し、2型肺胞上皮細胞の増殖と 1型肺胞上皮細胞への分化を認めた。フローサイトメトリーを用いて各

種肺細胞数を解析したところ、肺切除後 7日目には総マクロファージ数が有意に増加し、肺胞マクロフ

ァージと間質マクロファージは共に増加していた。増加するマクロファージの由来を調べるため、

Lineage-tracing法を用いて単球を標識した上で同モデルを解析したところ、肺胞マクロファージには

標識細胞を認めなかったのに対し、間質マクロファージには標識細胞を認めた。したがって、代償性肺

再生の過程においてマクロファージは増加し、肺胞マクロファージは自己複製により、間質マクロファ

ージは単球の遊走により増加することが示された。現在、同モデルにおける肺胞・間質マクロファージ

の機能解析を進めている。 
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